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第
百
十
二
号 

第２回小選挙区代表者会議 開催さる 
❑去る１１月５日、第２回小選挙区代表者会議代表者会議が開催された。愛知１５選挙区より、国会議
員・地方議員・民間団体代表の５０名の参加があり、国会の現状報告と、今後の運動方針について熱心
な審議がなされた。 

憲法おしゃべりカフェin西春 
開催さる 

❑去る１１月１日、憲法おしゃべりカフェin西春が開催された。
ＤＶＤ「世界は変わった 日本の憲法は？」上映と国民投票
についての説明会があり、最後に唱歌「野菊」を全員で合唱
した。 

第１４回 知多支部例会 
開催さる 

❑去る１０月２０日、第１４回知多支部例会が開催された。
ＤＶＤ「いまそこにある危機と自衛隊」上映と意見交換会が
あった。 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１２月２日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■引き続き１月６日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 （１１月４日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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服
部
守
孝 

二
泊
三
日
の
日
程
で
、
講
義
や
史
跡
散
策

が
あ
っ
た
。
か
つ
て
頭
山
満
翁
は
、
「
青

年
期
に
は
吉
田
松
陰
に
学
び
、
壮
年
期
か

ら
西
郷
南
洲
に
学
ぶ
べ
し
」
と
云
わ
れ
た

と
の
事
。
不
肖
、
還
暦
を
迎
え
そ
の
言
葉

が
切
に
染
み
入
っ
た
。 

六
日(

土)

鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
た
、
西
郷

南
洲
に
学
ぶ
歴
史
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。 

今
年
六
月
中
旬
、
こ
の
日
は
午
前
八
時

前
に
大
阪
北
部
に
震
度
六
弱
の
地
震
が

発
生
、
名
古
屋
で
も
鉄
道
が
動
か
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
元
々
今
回
は
自

家
用
車
で
奈
良
方
面
に
陵
墓
参
拝
に
出

か
け
る
つ
も
り
で
し
た
の
で
予
定
通
り

自
宅
を
出
発
し
ま
し
た
。
カ
ー
ラ
ジ
オ

か
ら
は
地
震
関
連
の
情
報
が
流
れ
て
き

ま
す
。
道
路
情
報
で
は
名
神
高
速
が
京

都
南
か
ら
大
阪
方
面
、
京
滋
バ
イ
パ
ス

が
通
行
止
め
と
の
こ
と
。
走
っ
て
い
る

東
名
阪
、
名
阪
国
道
は
幸
い
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
名
阪
国
道
を
針
イ

ン
タ
ー
で
降
り
て
十
キ
ロ
弱
南
下
し
た

宇
陀
市
街
地
の
は
ず
れ
に
今
回
の
最
初

の
目
的
地
が
あ
り
ま
す
。 

追
尊
天
皇
春
日
宮
天
皇
妃
で
贈
皇
太
后

橡
姫
（
と
ち
ひ
め
）
の
吉
隠
陵
（
よ
な

ば
り
の
み
さ
さ
ぎ
）
で
す
。
桓
武
天
皇

の
御
父
で
あ
る
光
仁
天
皇
の
御
母
で
す
。

追
尊
天
皇
春
日
宮
天
皇
は
光
仁
天
皇
の

御
父
、
天
智
天
皇
の
第
七
皇
子
の
志
貴

皇
子
で
す
。
称
徳
天
皇
が
崩
御
さ
れ
て

光
仁
天
皇
は
六
十
二
歳
の
高
齢
で
即
位

し
天
武
天
皇
系
か
ら
天
智
天
皇
系
へ
と

皇
位
が
う
つ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
御
父
、

御
母
が
追
尊
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
上
陛
下
は
四
十
五
世
の
御
孫
と
な
り

ま
す
。 

御
陵
へ
の
入
り
口
を
示
す
案
内
標
識
は

東
西
に
走
る
国
道
一
六
五
号
線
沿
い
北

側
に
あ
り
ま
し
た
が
生
い
茂
る
ク
マ
ザ

サ
に
半
分
隠
れ
た
状
態
で
す
。
七
百

メ
ー
ト
ル
と
あ
り
ま
す
が
道
は
ど
こ
に

あ
る
の
と
い
っ
た
状
態
で
す
。
先
程
ま

で
降
っ
て
い
た
雨
で
濡
れ
た
ク
マ
ザ
サ

を
傘
で
払
う
と
確
か
に
登
山
道
っ
ぽ
い

感
じ
は
し
ま
す
。
仕
方
な
く
膝
よ
り
下

を
濡
れ
た
ク
マ
ザ
サ
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

さ
れ
な
が
ら
辛
う
じ
て
わ
か
る
登
山
道

を
登
り
始
め
ま
し
た
。
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
で
ク
マ
ザ
サ
は
な
く
な
り
ま
し
た
が

所
々
倒
木
が
道
に
ま
た
が
り
、
そ
れ
を

く
ぐ
っ
た
り
ま
た
い
だ
り
し
て
進
み
ま

し
た
。
標
識
通
り
の
距
離
感
で
御
陵
へ

と
続
く
階
段
が
現
れ
ま
し
た
。
二
百
段

以
上
の
階
段
を
息
を
切
ら
せ
て
登
る
と

立
派
な
構
え
の
御
陵
に
到
着
し
ま
し
た
。 

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
四
十
六 

ま
す
。
後
村
上
天
皇
の
中
宮
、
顕
子
の
笠

間
山
陵
で
す
。
顕
子
は
北
畠
親
房
の
娘
で

す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

こ
こ
か
ら
更
に
西
に
四
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た

桜
井
市
忍
阪
に
あ
る
舒
明
天
皇
の
押
坂
内

陵
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

次
号
に
続
く 

  
 
 

愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康 

南
洲
墓
地
に
て
詠
め
る 

一
族
を
挙
げ
て
捧
げ
し
薩
軍
の 

 
 

御
墓(

み
は
か)

は
並
ぶ
小
高
き
丘
に 

 

八
日(

月)

セ
ミ
ナ
ー
閉
会
後
、
霧
島
に
移

住
し
た
友
人
と
一
献
。
近
況
報
告
な
ど
し

て
楽
し
く
過
ご
す
。
午
後
八
時
半
の
飛
行

機
で
帰
名
。 

十
六
日(

火)

所
用
に
て
滋
賀
県
長
浜
市
へ
。

長
浜
は
豊
臣
秀
吉
が
開
い
た
城
下
町
で
、

い
ま
で
も
そ
の
風
情
が
残
っ
て
い
る
。
黒

壁
ス
ク
エ
ア
と
名
付
け
ら
れ
た
散
策
路
は
、

平
日
な
が
ら
多
く
の
観
光
客
が
あ
っ
た
。 

 

次
の
御
陵
は
四
、
五
キ
ロ
南
西
に

あ
り
ま
す
。
先
程
の
吉
隠
陵
は
宇

陀
市
と
桜
井
市
の
境
界
ぎ
り
ぎ
り

桜
井
市
側
だ
っ
た
の
に
対
し
今
度

は
ぎ
り
ぎ
り
宇
陀
市
側
に
位
置
し 

隣
に
は
陽
雲
寺
と
い
う
曹
洞
宗
の
お
寺
が

あ
り
案
内
板
に
よ
る
と
御
本
尊
は
如
意
輪

観
音
だ
そ
う
で
す
。
後
村
上
天
皇
の
御
父
、

後
醍
醐
天
皇
の
御
陵
が
あ
る
の
も
如
意
輪

観
音
を
御
本
尊
と
し
た
如
意
輪
寺
で
あ
る

た
め
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。 


